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CRにおける加硫促進剤の加硫性能について(5)

〔ノクセラー PR〕

クロロプレソゴムの加硫促進剤は，チオウレア系のエ

チレソチオウレア (EU), ノクセラーTMU(トリメチ

ルチオウレア）， ノクセラー EUR(ジエチルチオウレ

ア）が主に使用されている．

今回は， グアニジソ系加硫促進剤のノクセラー PR

（ジカテコールボレートのジー0-トリルグアニジン塩）に

ついて， CR配合例を紹介する．

ノクセラー PRを単独で使用した場合の配合例〔 I〕を

表 1に示す．その加硫性能は， EU, ノクセラーEUR

に比べて劣り（図 1)'単独使用では加硫特性に特長は認

められないしかし，ノクセラー PRは分子内に硫黄原

子を含まないため，金属（銅など）腐食に対して無害であ

り，金属腐食が問題となるような場合では有利であると

考える．

また， ノクセラー PRをチオウレア系のノクセラー

TMUと併用した場合について，配合例(II〕（表2)に

示す．キュラストメータ加硫曲線図（図 2)からもわかる

ように， PRを併用すると加硫速度は向上し，短時間で

平たんな加硫が得られる．また，加硫物の圧縮永久ひず

みも良好である．

配合例〔I〕

表 1

配合 No, 2 3 4 

CR(W) 100 

ステアリ、ノ酸 0.5 

酸化亜鉛 5 

酸化マグネシウム 4 

HAFフラック 50 

ナフテソ系オイル 10 
-------------------------------------------------------------------
ノクセラー PR 1.0 

ノクセラーEUR 1.0 

EU(エチレソチオウレア） 0.5 1.0 

〔ムーニースコーチ試験〕 ML-1 (125℃) 

V m 41 42 47 47 

!5 7.4'4.6'6.2'5.2' 

(35 11.0'8.1'11.1'10.0' 

〔レオメータ加硫試験〕 150℃（振動数6cpm,振幅角度3°)

加硫曲線図 1に示す
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図1 レオメータ加硫曲線図(150℃)
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紹 介

配合例〔Il〕

表2

配合No, 5 6 7 8 

CR(W) 100 

ステアリソ酸 0.5 

酸化亜鉛 5 

酸化マグネシウム 4 

FEFプラック 20 

炭酸カルツウム 20 

DOA 10 

--------------—-----------------------------------------い------------------------------------EU(エチレンチオウレア） 1.0 

ノクセラーTMU 0.8 0.8 

ノクセラー PR 0.5 

〔ムーニースコーチ試験〕 ML-1 (125℃) 

Vm 25 21 22 
t5 7. 1'14.5'8,3' 

(35 11.8'33.0'15.2' 

〔キュラストメータ加硫試験〕 160℃ (JSR皿型）加硫曲線図 2に示す

MH(30') 〔N叫 3.8 3.5 3.6 

t e(to) 1.8 4.2'1.9' 

t'e(90) 14.5'12.8'11.4' 

0,8 

1.0 

22 
7.6' 

11.2' 

3. 7 
1.4' 

10.0' 

〔加硫物引張試験〕

160℃加硫 22' 20' 17' 

Tn(MPa) 14.2 14.2 13.7 

恥(%) 360 380 360 

M300(MPa) 9,9 8,5 9,3 

H8 (JIS A) 59 59 59 

〔圧縮永久ひずみ試験〕 100℃, 70 h圧縮(25%),160℃, 25分加硫

CS(%) 18 17 15 

加硫時間
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図2 キュラストメータ加硫曲線図(JSRIII型， 160℃)
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